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図9　北海道の原因別施設別食中毒発生比率（2003年～2007年）
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図10　全国の原因別施設別食中毒発生比率（2003年～2007年）
は10月に最も多発していた．なお，2006年の5月に発生件
数の増加が認められたのは，白インゲン豆によるダイエッ
トを扱ったテレビ番組が原因で，加熱不十分な白インゲン
豆にふくまれるレクチンによる健康被害が全国規模で発生
したためであった．
　図9に北海道における原因別施設別食中毒発生比率を示
した．細菌性食中毒では，営業施設が65．3％，家庭が26．4
％を占め，給食施設は8．4％であった．ウイルス性食中毒で
は，84．9％が営業施設で発生しており，給食施設が12．7％，
家庭が2．6％であった．自然毒による食中毒では，家庭が
93．4％を占め，営業施設，給食施設はそれぞれ3．4％であっ
た．これは全国とほぼ同様の傾向であった．全国では細菌
性食中毒で，営業施設が78．6％，給食施設が10．9％，家庭
が10．5％，ウイルス性食中毒で，営業施設が88．3％，給食
施設が9．7％，家庭が1．9％であった．また，自然毒による
食中毒では，家庭が86．4％，営業施設が10．4％，給食施設
が3．2％であった（図10）．
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